
令和元年度 第２回 可美中学校運営協議会 議事録 

 

 

１ 開 催 日 時  令和元年 ８月２１日（水） 13時30分から16時00分まで 

２ 場 所  可美中学校 会議室 

３ 出 席 委 員  校長（杉山真也）、学校担当（中村里恵）、 

竹内良昭（会長）、鵜飼愛子（副会長）、岡本眞理（コーディネーター）、 

金原元康、中村裕康、中村淳子、小野田康弘 

４ 欠 席 委 員  小出 誠 

５ 傍聴者氏名  （２年主任 河村慶子） 

６ 審 議 事 項               

① 職場体験学習について 

② 池野文昭氏講演会について 

③ 受験前面接練習について 

 

※校長あいさつ 

   ・文化発表会（９月24日）について。運営協議会メンバーと自治会長に案内を出す予定。

地域の方にもぜひ宣伝をしてください。その際、ついでにドア係をしていただけると助かり

ますと伝えた。（運営協議会の岡本さん、鵜飼さん、淳子さん？辺りが出席していただけそ

うだった。）ドア係をやってくれそうな人がいたら、９月入るくらいまでに岡本さんに連絡

してください。（自治会長さん達は、その日に他の行事があるため、みなさん難しいのでは

ないかということだった。） 

   ・部活動について。３年生が引退した段階から、部活動ガイドラインに沿った活動を始めて

いることを説明した。土日どちらか休み、平日も１日休み、朝練なし、部活は希望性である

ことを伝えた。 

 

 ①職場体験学習について 

・河村先生より職場体験について説明。夏休み明けに担当の生徒を決定した後、その事業所や

事業所への行き方について調べたり、事業所にあいさつの電話をしたり、マナー講座を行った

りし、実習後はレポート作成、お礼の手紙を書くことを伝えた。 

竹内さん：この活動の目的や意味は？ 

校長：社会とつながる、世界を知る、活動を通して刺激を受ける、マナーや礼儀を知るとい 

った目的があると説明 

   岡本さん：事業所と連絡を取っていく中で見えてきたことがある。11月下旬というと、年末

近くになり、事業所は多忙で難しい現状がある。また、インフルエンザの時期で

もあるので、福祉施設などは受け入れてもらえない。時期をずらしたらどうか。 

   校長：非常に貴重な意見。そういう気付いたことをどんどん教えてほしい。 

 

 



 ②池野文昭氏講演会について 

   ・実現できたとして、当日の進行は学校側が進める形で一応了承。 

   小野田さん：以前、そういう話があるが…と池野さんに話した時に、前向きな回答は得られ

た。しかし、多忙であるため話が前に進んでいない。 

   校長：もし今年度が難しければ、来年度でもいいから、できれば実現させたい。 

   小野田さん：そのように伝える。 

 

 ③受験前面接練習について 

   岡本さん：どのようなことをやるのかイメージがわかないので、不安だし、他の人にもお願

いしづらい。 

   校長：これによって合否が決まるとか思わないでほしい。自己ＰＲの練習の場である。学校 

職員が行うと、知った顔ということで、そこまで緊張感がないが、初めての人だと緊

張すると思う。面接は知らない人とやるものであるので、とても練習になる。知らな

い方に褒められると自信になるし、アドバイスも素直に受け入れられると思う。また、

学校外の方にやっていただくと、新たな視点で見ていただけるので職員も勉強になる。 

   鵜飼さん：今の子は話せるのでは？ボランティアの時、やることがなくなると、「何かやる

ことありますか？」って言える子が多い。これも知っている人だから？ 

   裕康さん：複数だと話せるけど、一人だとどうかな…。 

   校長：知らない世界で自分を表現できるようになってほしいので、協力してくださる方がい

らっしゃれば…。 

   市教委：他に笠井・富塚でやっているが、そこの学校は企業に人事課にいた方を優先にやっ

てもらっている。 

   校長：うちの目的は、自己ＰＲの練習だから、人事の方でなくていい。 

   <協力者候補> 

   金原さん：小野田かずひろさん（元校長先生） 

   鵜飼さん：杉本先生夫婦（東若林） 

   裕康さん：やってとお願いすればやってくれそうな人はいる。 

        高柳さん（高校の理科の先生） 

   竹内さん：三浦さん（増楽） 

 

８ その他報告事項等 

   小野田さん：信州型コミュニティスクールの視察に行って来た。 

         小学校４校、中学校２校の地域。 

         人口の減少が問題で、いかに子供を食い止めるかという切実な思いがある。 

         地域との関わりが深く、地域によってグループが分かれていて、分担して行っ

ている。 

         でも、浜松ではあまりガツガツやると周りが付いて来ない可能性がある。仲間

を増やす感覚でやった方がいい。 

         年度ごとに１つずつやっていった方が持続可能になるのでは。 



   岡本さん：コーディネーター研修に行くと、非常に熱い。コーディネーターとそれ以外の協 

議会委員の方との溝ができるのではと私も心配だった。 

   校長：可美はＣＳと言えることをやっている。特にボランティアで地域とのつながりがある。 

   岡本さん：そのせいか可美は犯罪が少ない。 

   市教委：本当に無理のない範囲でお願いしたい。 

       ＣＳで決まっているのは、地域・学校・保護者が参加した会議を開かなければなら 

ないことが決まっているくらいで、あとは特に決まりはない。 

 

司会から、次回会議は、令和元年11月下旬か12月の上旬辺りにと伝えたところ、12月５日頃

がよいという話になった。また追って連絡する旨を伝えた。また、できるだけ早いうちに受験前

面接練習をやっていただけそうな方に連絡を取っていただき、その結果を岡本さんに伝えるよう

お願いした。 

 

令和 元年 ８月 21日 

 


